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太平洋や大西洋における西岸境界流の役割として、「低緯度域から中緯
度域に 膨大な熱を運んで地球の気候を調節する」という説明をされること
がある。日 本人に身近な黒潮とその下流の黒潮続流を例にとれば、なる
ほど従来から冬季 に膨大な海面熱放出があるといわれてきた。ところが、
それ以上の詳しい知見 はあいまいであった。例えば放出された熱エネル
ギーはどういう過程でどのく らい放出されているのか、冬だけが大事なの
か、ここで起こっていることは大 気と海洋の相互作用なのか、一方向作用
なのか、という質問に対する答えはほ とんど示されていない。その主な理
由は、季節変動に対してさえ観測的な事実 を把握するのが困難な海域で
あることと、統計解析を行うと中緯度大気の数年 スケール以上の変動に
はエルニーニョ状のシグナルが支配的に見えてしまうこ とが挙げられる。
最近になって、この海域の大気と海洋の物理パラメターの変 動に熱帯と
独立した成分が見られることが示されてきており、そういう点から ようやく
その変動の実態把握とその役割を評価する必要性を指摘する声が上がっ
てきた。米国CLIVAR (Climate Variability and Predictability) プロジェク
トにおいても西岸境界流域大気海洋相互作用に関するパネルが設けられ
るなど 中緯度気候や大気海洋相互作用の研究者などの目が向き始めた
ところである。 本講では、現場観測や衛星観測によって得た黒潮続流海
域における海面熱フラッ クス変動の特徴やその解析の困難な点や問題点
の紹介も交えて、黒潮続流海域 の大気海洋相互作用研究の現状につい
てお話しする。
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